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慶應 医学 85巻1号(平 成20年4月)

受性物質の利用があります.中 でも特に有用なものとし

て,光 感受性イオンチャネルがあります.こ れは先程の

ケージドコンパ ウンドに考え方は似ているのですが,そ

れがイオンチャネルになったものです.つ まり,光 の非

存在下では不活性なイオンチャネルが,特 有の光の刺激

により可逆的にイオンチャネル活性を示すというもので

す.神 経細胞の活動は細胞膜を介 してのイオンの流れに

よる脱分極 と過分極のバランスによって制御されている

ので,こ のようなイオンチャネルを用いる事により,光

刺激依存的に神経細胞の活動をコントロールする事がで

きると考えられる訳です.そ して実際にこれが可能であ

るという事がマウスを用いた実験等で分かってきました.

特に印象的な例では,遺 伝的に視覚に障害のあるマウス

の網膜にこの分子を導入する事により,こ のマウスの網

膜,更 には脳において光に対する感受性を復活させたと

いう報告があります.臨 床応用に至 るまでには更に多 く

の試験が必要な事は確かですが,ヒ トに近い哺乳動物で

のこのような報告は,視 覚障害を持つ方々に再び視覚を

もたらすという根本的な治療への夢を掻 き立てるもので

あります.

 光技術の応用はこれまでの医学研究において非常に大

きな役割を果たしてきました.そ れを鑑みる時,今 回挙

げたような近年の急速な光技術の進歩 とその医学への応

用は,今 まで我々が見 る事 も想像する事 もできなかった

ような新たな知見を基礎 ・臨床医学にもたらしてくれる

ものと期待されます.

     塗谷 睦生(慶應 義塾大学医学部薬理学教室)

「木を見て森を見る」研究者 と

 「森を見て木を見 る」医師

 平成19年 度文部科学省 「グローバルCO鷺 プログラ

ム」(以 下,グロー バルCOEと 略す)の 選考審査結果

が同年6月15日 に発表された.そ の公募分野は 「生命

科学上「化学,材 料科学上「情報,電 気,電 子上「人文科

学」「学際 複合,新 領域上の5分 野であり, 慶應義 塾

は学内選考を経て全分野に5件 申請 し3件 が採択された.

グロー バルCOEは 「国際的に卓越 した教育研究拠点形

成のための重点的支援」を目的としている.す なわち,

従来の研究基盤をさらに発展させなが ら海外の第一線の

研究機関とも積極的に交流 して活動を展開するような世

界最高水準の教育研究拠点の形成をめざすプログラムで

ある.そ れゆえグロー バルCOEは 学部 ・研究科横断型

の大型研究資金であり,そ の獲得には熾烈な競争が求め

られる.今 回の採択は精カ的に万全の準備を重ねてきた

関係者各位の尽力の賜物である.

 今回採択 されたプログラムの1つ が,医 学研究科を主

たる拠点として生命科学分野に申請 した 「in viv◎ ヒ ト

代謝 システム生物学拠点」である.詳 細はホームページ

等にゆずるが,こ のプログラムのキーワー ドは 「木を見

て森を見 る基礎生命科学研究者の育成上である.生 命体

を構成する多種多様の細胞および分子を木 とみなすなら,

個体 は1つ の森 とみなすことができる、医学部 に限定せ

ず,「木を見る」素養を持つ様々な学部出身者を対象に,

国内 ・国外を問わない横断型の研究 ・教育を通 じて 「森

を理解できる」丁型/π型思考の生命科学研究者を育成

する.こ の理念 は今回のグローバルCOE選 考審査の過

程においても高 く評価 されている.

 今 日の生命科学はQmicsとQlogyを 両輪として新た

なステージに向かいっっある.Omicsと は生命体の構

成要素の挙動を包括網羅的に捕 らえることで生命現象を

特徴づけを図 る手法 ・発想でありzOlogyと は構成要

素の関係性を抽出し生命現象における個々の意義づけを

図る手法 ・発想であるとみなすことができる.こ の両者

は決 して相反するものではなく,相 互のフィー ドバック

を通 じて生命に対する新たな洞察をもたらすことができ

る.こ れは木か ら森を理解する生命科学の達成にふさわ

しい図式であり,in vivoヒ ト代謝 システム生物学はそ

のロール モデルとして大いに期待される.

 優秀な基礎生命科学研究者の育成とともに慶應医学が

果たすべき責務は当然のことなが ら優秀な臨床実地家の

育成である.そ れではこれか ら求められる医師像とはい

かなるものであろうか? 現在は基礎医学の教室に身を

置 く立場ではあるが,血 液内科医として造血幹細胞移植

の臨床に携わり多 くの患者か ら学びを得た経緯 もあり,

慶應医学がめざす医師像には大いに関心を抱いている.

近年の医療財政や医療事故にまつわる社会状況を背景に,

現場の第一線に立つ医師はあ らゆる面で物理的 ・時間的

拘束を余儀な く強いられる一方である.深 刻化 しつつあ

る中堅医師の疲弊の問題は周知の事実である.こ のよう

な時代の変遷に対応 して進め られてきた我が国の医学教

育 ・研修医制度の改革のポイ ントの1つ は,現 場実務型

素養の速やかな習得である.患 者との関係はもちろんの

こと,パ ラメディカル ・事務方のスタッフとの関係も円

滑に保ちながら保険医療の枠組みに準 じてルーチンワー

クを着実にこなすような実務型スキルを若い頃より獲得

する努力はもちろん大切である.し か しながら,1人 の

患者を目の前に迎えた時点から想定外の非定型的事象 と

向かい合 う可能性が常に潜んでいることも忘れてはなら

ない.最 近の医学生 ・研修医教育の重心は定型的実務型

 .・



のスキル習得に若干シフ トしているように感 じられる.

 患者は多種多様の分子 ・細胞か ら形成された1つ の森

である.診 察室やベッドサイ ドで出会う患者の数だけ森

も様々である.型 通 りのわか りやすい森もあれば,思 わ

ず頭を抱えて しまう森 もある.そ の外観を漠然ととらえ

ても森の本質は理解できない.症 例 ごとの特性が既存の

診療マニュアルやフmチ ャー トのみでは対応不可能で

あることは珍 しくない.型 通 りの遂行では八方塞がりと

いう局面においては,特 異な問題点を自らが洗い出し,

その解決の糸ロをつかみに行 く能動性が求められる.臨

床でそれを実現するために必要なのは,例 え自らが手に

するのはピペットや試験管ではな く聴診器やメスであっ

ても,患 者の事象を細胞 レベル ・分子 レベルで深 く理解

しようとする意識をもって個々の症例に挑む姿勢であろ

う.携 わる医療の分野や規模の違いを越えて,い かなる

臨床実地家にも求め られるべき 「森を見て木を見る」思

考 ・姿勢こそが,慶應 医学の育むべき医師像ではなかろ

うか.

 「木か ら」をめざすにせよ,「森から上をめざすにせよ,

自らのキャリアに多様性を持たせるような意識 と努力が

個人に要求される.こ の見地から医学界は,T型/π 型

の人材育成を今後の最優先課題の1つ として認識す るべ

きであろう.オ リジナルの学歴や職歴の中にとどまるこ

となく,大 きな目標を拠 り所に異分野とのクロスオ-バ ー

を躊躇せずに展開できるような弾力性のある人材を育て

る環境は,医 学 ・医療に限らず今 日の社会に広 く求めら

れているのではなかろうか.様 々な分野でクラスター形

成という言葉が脚光を浴びているが,,こ れは組織の在り

方に限ったことではな く,個 人のキャリアの在り方にも

あてはまると思われる.様 々な学部 ・研究科を持ち合わ

せる私学の雄として随一の伝統と実カを誇る義塾は,そ

のような横断型人材育成を展開する場として極めて優位

である.

 第一線の研究による遺伝子や分子 レベルの知見の羅列

も,大 規模臨床試験による成績の集積 も,そ のままでは

個としての病気の本質には近づけない.「木を見て森を

見る上は生命科学的 アプローチのあるべき姿であり,

「森を見て木を見る上 は医療科学的アプロ-チ のあるべ

き姿である.こ れらをdouble standardsと して統合的

に教育 ・研究 ・臨床を展開することが慶應 医学の使命で

あり,そ の2つ を両立できないならば義塾が医学部を持

っ意義は見出せないというのは過言であろうか.

 21世 紀は無限の可能性 とともに多大な困難が人類に

突き立てられている.世 界は加速度的に混沌さを極め,

文字通り複雑系の様相を呈 している.東 大 ・京大が複雑

系の基礎科学をめざすな ら,ま もな く創立150年 の節

目を迎える義塾は,福 沢諭吉の実学精神に則り複雑系の

実学を求めて遙進するべきである.そ の中で医学部の果

たすべき役割 は極めて大 きい.「木を見て森を見る」研

究者と 「森を見て木を見る上医師の育成に,私 も一教員

として微力なが ら貢献 したいと思う次第である,

     涌井 昌俊(慶應 義塾大学医学部医化学教室)

まだ,皮 膚潰瘍やび らんを

  消毒 していますか

 皮膚潰瘍やびらんは,外 傷,熱 傷,褥 瘡,帯 状癒疹な

どの種々の皮膚疾患で見 られるありふれた病変です.私

は29年 前 に皮膚科に入局 しましたが,細 菌の二次感染

を起 こさないように,こ れらに対 しイソジンやヒビテン

で消毒 し,抗 生剤軟膏を塗 りガーゼでおおうことを見様

見まねで覚えま した.ま た,「 潰瘍を見たら培養」 と教

えられ,熱 心に細菌培養を してきま した.潰 瘍を培養す

ると必ず菌が生えてきます。それに対 して消毒剤を代え

てみたり,感 受性のある抗生剤の軟膏に変更 してみたり

しましたが,1週 間後には菌が耐性化するか,別 の菌が

生えてくるかで,菌 陰性になることはありませんで した.

 そのころ,難 治の下腿潰瘍に対 して,種 々の消毒剤,

抗生剤軟膏を使い,そ れ らに対 して感作された症例の論

文を読みました.こ れではもう使える薬がないので,必

ず感染を起 こして しまうのではと,そ の先を読んでみま

すと,生 理食塩水で洗浄するだけで治 ったとありました.

目か ら鱗が落ちました。培養で検出された菌は感染を起

こして いるのではな く,そ こにい るだけ(coloniza-

tion)と 気づきました.そ の証拠に感染による炎症症状

がありません.

 おそるおそる消毒をやめてみましたが,感 染 は起 こさ

ず,む しろ順調に治 るとわかりました.消 毒がしみて痛

いということもなければ,消 毒薬の接触皮膚炎を起 こす

こともありません.消 毒薬の作用機序を調べてみますと,

詳 しくはわかつていないようですが,蛋 白変性作用とさ

れています.細 菌の蛋白を変性させるので,細 菌が死ぬ

のです.さ らに細菌の蛋白だけに選択的に作用するので

はなく,皮 膚の蛋白も変性させます。 このため消毒する

としみるので しょう.消 毒をしていると,皮 膚の蛋白も

変性させて,壊 死物質を作っていることになり,こ れは,

細菌の餌となり巣となります.健 康な皮膚であれば,角

層がバ リアとなっていますので,手 術前の皮膚の消毒は

特に問題はなく,私 も実施 しています.

 また,消 毒薬は血液,膿 など有機物の存在下では効果
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